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《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたで

もご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をして頂
いただ

けます》 

前奏
ぜんそう

（黙祷
もくとう

） AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 イザヤ書
しょ

    49 章
しょう

 12－13節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 1945年版
ねんばん

410番
ばん

「鳴
な

れかし鐘
かね

の音
ね

」（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

聖  書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

   2 章
しょう

 1－12節
せつ

 

お祈
いの

り 

賛 美 歌
さ ん び か

『アイオナ共同体
きょうどうたい

賛美
さ ん び

歌集
かしゅう

』「幼子
おさなご

主
しゅ

イエスに会
あ

い」（©JASRAC） 

メッセージ 「旅人
たびびと

からのプレゼント」  牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

『こどもさんびか改訂版
かいていばん

』99番
ばん

「ふるいものはみな」（©教団
きょうだん

出 版 局
しゅっぱんきょく

） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます わたしたちの父
ちち

」（©讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

誕生者
たんじょうしゃ

祝福式
しゅくふくしき

      牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください）    

《席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は、受付
うけつけ

にある献金箱
けんきんばこ

にお献
ささ

げください。 

2025 年 12 月 28 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 68 巻第 37 号（通算 3474 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

神はこの世を大切に思い、ひとり子を差し出した。ひとり子に信頼をもってあゆみを起こす人が  

みな、滅びることなく、永遠のいのちを得るようになるためである。（ヨハネによる福音書３：１６） 

 

歳末
さいまつ

礼拝
れいはい

 

（降誕
こうたん

節
せつ

第
だい

1主
しゅ

日
じつ

礼拝
れいはい

） 



招きの詞 イザヤ書 49 章 12－13 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

12見よ、人々が遠くから来る。 

見よ、北からも西からも 

また、シニムの地からも来る。 

13天よ、喜び歌え。地よ、喜べ。 

山々よ、歓声を上げよ。 

主がご自分の民を慰
なぐさ

め 

その苦しむ者を憐
あわ

れまれるからだ。 

 

聖書 マタイによる福音書
ふくいんしょ

 2 章
しょう

 1－12節
せつ

（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 1イエスがヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれになったとき、東方
とうほう

の a博士
は か せ

たちがエルサレムにやって来て、2言った。「ユダヤ人の王としてお生まれ

になった方は、どこにおられますか。私たちは東方でその方の星を見たので、拝
おが

み

に来たのです。」3これを聞いて、ヘロデ王は不安を抱いた。エルサレムの人々も皆、

同様であった。4王は祭司長たちや民の律法学者たちを皆集めて、メシアはどこに

生まれることになっているのかと問いただした。5 彼らは王に言った。「ユダヤの 

ベツレヘムです。預言者がこう書いています。 

 6『ユダの地、ベツレヘムよ 

  あなたはユダの指導者たちの中で 

  決して最も小さな者ではない。 

  あなたから一人の指導者が現れ 

  私の民イスラエルの牧者となるからである。』」（ミカ書 5：1） 

7 そこで、ヘロデは博士たちをひそかに呼び寄せ、星の現れた時期を確かめた。   

8 そして、こう言ってベツレヘムへ送り出した。「行って、その子のことを詳しく 

調べ、見つかったら知らせてくれ。私も行って拝むから。」9彼らが王の言葉を聞い

て出かけると、東方で見た星が先立って進み、ついに幼子
おさなご

がいる場所の上に止まっ

た。10博士たちはその星を見て喜びに溢
あふ

れた。11家に入ってみると、幼子が母マリ

アと共におられた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開けて、黄金、b乳香
にゅうこう

、

c没薬
もつやく

を贈り物として献げた。12 それから、「ヘロデのところへ帰るな」と夢で   

お告げがあったので、別の道を通って自分の国へ帰って行った。 

（脚注 a：別訳「占星術の学者」、b：フランキンセンス、c：ミルラ） 
  



 

《先週のメッセージより》2025 年 12 月 21 日 クリスマス礼拝 

「クリスマス・プレゼントは誰に」      牛田匡牧師 

聖書 創世記 1 章 1-5 節、ヨハネによる福音書１章 1－5、9, 14, 18 節 

 クリスマスおめでとうございます。神様がイエス様という最高のプレゼント

をくださったクリスマスの喜びを、みんなが笑顔で迎えられるように。またイ

エス様がその言葉と振る舞いをもって、その生涯を通して隣の人たちと一緒に

歩まれたように、このクリスマスの季節に、私たちも自分に与えられたものを

周りにおられる方々と一緒に分かち合っていくことで、喜びの輪が広がってい

く。クリスマスの時期というのは、そのような素敵な季節だと思います。 

 金色に輝く天上世界から、救いの糸を垂れる神様を見上げる時、人々は「私

を見捨てないでください。私に救いの糸を伸ばしてください」と必死にならざ

るを得ないと思います。しかし、命の神は、闇のない世界に鎮座ましますので

はなく、暗闇に閉ざされ希望が見えなくなってしまっている中にこそ、共にお

られます。赤ちゃんという一番小さな姿で、希望の光が決して闇に飲み込まれ

てしまわないということを示しておられます。十字架という最も残酷な処刑に

遭いながらも、それでも「永遠の命」は絶望には終わらないということを、そ

の死からの引き起こしを通して示された神は、私たちの全ての痛みも苦しみ

も、共感し、共に担ってくださっています。「クリスマスに家畜小屋に生まれ、

十字架に架けられた私には、あなたの痛みも苦しみも、この身をもって知って

いる」と言ってくださる神の子イエス・キリストが、隣におられ、支え、そし

て導いてくださっています。そのプレゼント、目の前に既に差し出されている

現実に、目を向け、神様からのクリスマス・プレゼントを受け取って行きまし

ょう。クリスマス・プレゼントは誰のために用意されているか……。それは闇

の中に置かれている人たち、痛みの中に置かれている人たち、華やかなクリス

マス・シーズンを迎えられない人たち、お洒落に着飾ってお出かけすることの

できない人たち、ごちそうもプレゼントも何も用意できない人たち、そのよう

な人たちのためにこそ、イエス様はクリスマスにお生まれになられました。目

に見えない神が人となったクリスマス。最も小さな姿で、小さくされている人

たちの隣に、確かに来てくださったクリスマス。「私はあなたと共にいる。あ

なたの人生には意味がある」と言ってくださるイエス様から、温かい灯を受け

取った私たちは、今日もここから、その小さな灯を、隣の人へと届けて参りま

す。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 12 月 21 日 クリスマス礼拝 

 礼拝出席 大人 5 人  献金 大人 5,000 円  中継視聴者数 18 回 感謝 

 キッズクリスマス 出席 子ども 22 人 大人 5 人 

 12 月 25 日（木）クリスマスに、日本コイノニア福祉会の３施設（旭丘まぶね保育

園、特別養護老人ホーム大阪好意の庭、特別養護老人ホーム第二好意の庭）から、

65 食のお弁当を作って、釜ヶ崎・いこい食堂にお届けし、諸教会や諸団体、賛同

者の方々から集められたお弁当と一緒に、雨天の中、お配りして頂きました。 
 
◎次週 2026 年 1 月 4 日（日）新年礼拝（降誕節第 2 主日礼拝） 

 招きの詞 詩編 89 編 12－13 節 

 聖 書  ルカによる福音書 2 章 41－52 節 

 メッセージ「作られた伝統」牛田匡牧師 

 賛美歌 1954 年版 411 番（©P.D.）、新生 71 番（©バプ連）、聖公会 476 番（©出版局） 

 礼拝後に、1 月期の「教会を考える会」を開催する予定です。 
 
◎お知らせ 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。 

・12 月の釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」は休会です。 

・今年も「クリスマス献金」を集めています。献金先は「関西学院大学神学部後援会」

「日本基督教団部落解放センター」「一般社団法人神戸国際支縁機構」「生活困窮者 

支援（釜ヶ崎への毎月のおにぎり支援基金、他）」「関西労働者伝道委員会」「アハ 

リー・アラブ病院を支援する会」「ナルド献金（大阪教区・互助特別献金）」の 

7 団体です。 

・年明け 1 月 8 日（木）9 時半～11 時半にかけて、いこいの家にて「聖書を読む会」

を開催いたします。 

・年明け 1 月 15 日（木）13 時 20 分～15 時 

にかけて、関西学院会館（兵庫県西宮市） 

にて講演会「当事者研究の誕生」が開催さ 

れます。講師は向谷地生良さんです。 

参加無料ですが、1 月 9 日までに事前申込 

が必要です。右のチラシをご参照ください。 

 

◎ 次週以降の行事予定 

 メッセージ 行事 

2026/

1/4 
牛田匡牧師 

新年礼拝・ユーカリスト 

教会を考える会 

1/11 牛田匡牧師 おにぎり支援 

1/18 
教会堂での礼拝は休会です 

（YouTube配信のみ行います） 

1/25 牛田匡牧師 

誕生者祝福式 

14時～河内地区女性会 

（＠枚岡教会） 
 

 

 

 

 


